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研究成果の概要（和文）：若年成人女性（予防）から、高齢者や患者（重症化防止）まで、幅広い年代で研究を
行った。サルコペニア（加齢性筋肉減少症）をターゲットとし、骨格筋の肥大や萎縮軽減の対策であった。
　近年、サルコペニアは骨格筋疾患と定義されるようになった。そのため、全ての人が自分の骨格筋の現状を把
握し、適切なサルコペニア対策を講じることが極めて大切である。本研究では、健康水準が大きく異なる対象者
に着目し、サルコペニア対策の新たなアプローチとして骨格筋量の簡易評価法について紹介した。サルコペニア
の早期予防と重症化防止の観点から、これらの研究で紹介した大腿部における骨格筋量の簡易評価法は有益な方
法の一つと考えられる。

研究成果の概要（英文）：The study was conducted with subjects ranging in age from young adult women 
(early prevention) to older adults and patients (prevention of severe disease). The methodology 
targeted sarcopenia (age-related muscle loss) and measures to hypertrophy and reduce atrophy of 
skeletal muscle.
From the perspective of research on simple assessment methods for evaluating skeletal muscle and 
training to safely and efficiently hypertrophy skeletal muscle, the study was able to disseminate a 
wide range of research results regarding measures against sarcopenia, which is expected to continue 
to increase in the future.

研究分野： 運動医科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2010年以降、EWGSOPやAWGSの診断基準を踏まえて多くのサルコペニア研究が実施されてきたが、EWGSOP2やAWGS 
2019として診断基準が改訂され、さらにAWGS 2019ではプレサルコペニアの概念が除外されるなど、サルコペニ
ア診断はまだ発展途上の段階といえる。今後も様々な研究成果や知見を踏まえ、早期予防と重症化防止も含めた
診断内容の改訂が必要になると推察される。本稿がサルコペニアの包括的な対策としての健全な発展につながれ
ば幸いである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

50 歳を越えると加齢に伴う筋萎縮（サルコペニア）が急速に進行し、高齢者の転倒・介護を誘

発する大きな原因の一つとなる。サルコペニアを阻止すると、介護保険の総費用は数兆円規模で

大きく削減される。また、インスリン刺激による糖の取り込みは 75%が骨格筋によるため、インス

リン抵抗性の上昇や 2型糖尿病・糖尿病合併症患者の増加も防止できる。これは、医療費の大幅

な削減につながる（国民医療費：42.3兆円、糖尿病の医療費：1.2兆円（平成26-27年度：厚労省調

査））ため、全ての国民がサルコペニアを意識し、自分の現状を正しく理解することは極めて重要

である。しかし、サルコペニアに関する評価法は、筋萎縮に直面し始める健常高齢者を対象とするも

のが多く、健常高齢者以外は自分自身の現状を正しく把握できていない。  

  
 
２．研究の目的 
サルコペニアの早期予防と重症化防止を目的とした簡易評価法を構築することとした。 
 
 
 
３．研究の方法 
 

対象者は、健常若年成人や高齢者、疾患患者とした。また、測定項目としては、『アジアサルコ

ペニアワーキンググループ（AWGS）の診断基準』、『形態測定（身体組成（BIA 法：InBody 430）、

周径囲（大腿・下腿）、筋厚（大腿・下腿：超音波装置））』 『体力テスト（膝伸展筋力、立ち

幅跳び、垂直跳び、シャトルラン、閉眼片足立ち、長座体前屈、上体起こし、反復横跳び）』 『ロ

コモ度テスト（立ち上がり、2ステップ、ロコモ 25）』 『アンケート調査（健康度・生活習慣

診断検査）』などを活用した。 

 
 
４．研究成果 
 

【早期予防】若年女性とサルコペニア診断基準 

日本の女子大学生の身体的特徴として、痩身や隠れ肥満を指摘する研究報告がみられる。また

最近では、女子大学生の骨格筋指数（Skeletal Muscle Index: SMI）を測定すると、サルコペ

ニア診断基準を下回る対象者が一定数存在するとの報告もある。そこで、私は女子大学生（124

名）の身体的特性を測定し、サルコペニア診断基準を踏まえて評価した。健康な女子大学生を

対象とし、身体的特性として形態的（体格指数 [Body Mass Index: BMI]・体脂肪率・SMI：バ

イオインピーダンス法）・機能的評価（握力・歩行速度）を調べた。サルコペニアの診断にはア

ジア・サルコペニア・ワーキンググループ（Asian Working Group for Sarcopenia: AWGS）の

基準を用い、被験者を肥満（体脂肪率は 30%以上かつ BMI は 25.0 kg/m2以上）、隠れ肥満（体

脂肪率は 30%以上かつ BMI は 18.5-24.9 kg/m2）、サルコペニア（握力は 18 kg 未満かつ歩行速

度は 0.8 m/秒以下かつ SMI は 5.7 kg/m2未満）、プレサルコペニア（SMI, 5.7 kg/m2未満）、そ

の他に分類した。各サルコペニア診断基準を下回る被験者の割合を調べると、歩行速度のテス

トでは該当者がいなかったが、握力では 0.8%、SMI では 36.3%の被験者が該当した。また、プ

レサルコペニア（筋量のみ基準以下）（36.3%）の該当者の割合は、隠れ肥満（16.9%）や肥満

（4.8%）の該当者の割合を大きく上回っていた。さらに、隠れ肥満とプレサルコペニアの両方

に該当する若年女性は極めて少ない（1.2%）ことから、それぞれは女子大学生における別の問



題として捉える必要性がある。このように、日本人の健康な女子大学生は、隠れ肥満よりもプ

レサルコペニアの該当者が多く、体脂肪量以上に骨格筋量の改善が必要である可能性が高いこ

とが明らかとなった。 

 

骨格筋指数の簡易推定法（若年女性） 

最近の研究から、日本の女子大学生における身体的特性として、隠れ肥満（体脂肪率は 30%以上

かつ体格指数（BMI）は 18.5-24.9kg/m2）以上にプレサルコペニア該当者が多いため、体脂肪量

以上に骨格筋量の定期的な評価が重要であると判明した。そこで私は、日本人女子大学生（193

名）を対象とした骨格筋指数（SMI）の簡易推定法を開発することにした。健康な女子大学生（平

均年齢 18歳）を対象とし、インピーダンス法（InBody430）を用いて骨格筋指数（Skeletal Muscle 

Index: SMI）を測定した。この研究では、簡易推定法として形態評価（体脂肪率・大腿周囲径・

下腿周囲径・大腿前面筋厚など）と機能評価（BMI・握力・立幅跳・反復横跳・等尺性膝伸展筋

力など）合計 16因子を採用し、SMI との相関関係及び重回帰分析を調べた。SMI は、大腿周囲径

と最も高い正の相関関係を示した（r=0.64）。また、重回帰分析では、SMI との関連因子として

上位に選択されたのは、大腿周囲径・体脂肪率・BMI の 3変数であった（R2=0.86）。このように、

日本人女子大学生の SMI の簡易推定法として、特に大腿周囲径が重要であると示唆された。 

 

 

【重症化防止】入院患者のサルコペニア（肥満） 

循環器疾患は筋萎縮を誘発しやすく、慢性的な車椅子生活や寝たきり状態につながるため、高

額な医療費・介護費を負担するケースも多い。循環器疾患に伴う筋萎縮は、加齢による「一次

性サルコペニア」ではなく、加齢以外に原因がある「二次性サルコペニア」として捉えられる

など、医療現場でもサルコペニア対策は重要な課題である。しかし、循環器疾患患者が対象の

身体機能の評価では、サルコペニアの概念と関連する研究報告はほとんど存在しなかった。そ

こで、私たちの研究グループは、入院期循環器疾患患者のサルコペニア・サルコペニア肥満の

割合について検討した。入院期心大血管疾患患者の男性（141名）と女性（98名）を対象とし、

サルコペニアの診断にはAWGSの基準を用いた。また、サルコペニア該当者の内、体脂肪率が男

性は25%以上、女性は30%以上の場合をサルコペニア肥満と診断した。この研究では、男性は患

者全体の47%、女性は患者全体の60%がサルコペニアに該当し、さらにサルコペニアに該当する

男性患者の26%、女性患者の39%がサルコペニア肥満に該当していた。またこの研究では、サル

コペニア診断テストの際、男性では1名、女性では2名の被験者が数mの歩行自体が困難であった

ため、歩行テストは実施できなかった。EWGSOPや国際サルコペニア・ワーキンググループによ

るサルコペニア診断によれば、地域在住の65歳以上の高齢者では1-29%、施設入所高齢者では

14-33%がサルコペニアに該当するため、本研究で対象とした入院期心大血管疾患患者のサルコ

ペニア該当者は極めて高いといえる。また、サルコペニア該当者全体のうち、サルコペニア肥

満に該当する割合が半数以上も存在していたため、健康関連リスクが相乗的に高まった被験者

であることが示唆された。 

 

大腿部筋厚と測定姿勢（入院患者） 

循環器疾患は筋萎縮を誘発しやすく、慢性的な車椅子生活や寝たきり状態につながるため、高額

な医療費・介護費を負担するケースも多い。循環器疾患に伴う筋萎縮は、加齢による「一次性サ

ルコペニア」ではなく、加齢以外に原因がある「二次性サルコペニア」として捉えられるなど、



医療現場でもサルコペニア対策は重要な課題である。最近私たちは、入院期の循環器疾患患者に

おいて、サルコペニアの該当者が非常に多いことを報告した。この研究の対象者の中には、DEXA

法やBIA法において禁忌とされるペースメーカー埋め込み術後の患者が含まれていたり、数分間

の立位姿勢維持が困難な虚弱患者も存在していた。そのため、入院患者・重篤患者のサルコペニ

ア診断には、EWGSOPやAWGSが推奨するDEXA法やBIA法ではなく、患者がベッドに横たわった状態

（仰臥位姿勢）でも安全に測定できる、超音波法を用いた骨格筋量（筋厚）の測定が有効である

と考えた。しかし、これまでに超音波法において、患者の姿勢と筋厚測定の関係については検討

されていなかった。 

そこで、私たちは入院患者を対象とし、仰臥位姿勢と立位姿勢により得られた大腿部前面の筋

厚を比較検討することにした。入院期の循環器疾患患者（男性193名：平均年齢68歳、女性90名：

平均年齢74歳）を対象とし、超音波Bモード法を用いて安静時の仰臥位姿勢と立位姿勢における

大腿部前面の筋厚を測定した。この研究では、立位姿勢に比べて仰臥位姿勢における筋厚は有意

に小さかった（男性：3.7cm vs. 2.5cm、女性：3.1cm vs. 2.1cm）。また、仰臥位姿勢の筋厚と

立位姿勢の筋厚の間には有意な相関関係が認められた（男性：r=0.85、女性：r=0.82）。健常若

年男性を対象とした先行研究と同様、入院患者を対象として仰臥位姿勢で筋厚測定を行うと、立

位姿勢での測定に比べて30%程度低い数値を示したため、筋厚測定では被験者の姿勢の影響も考

慮しつつ、今後のサルコペニア対策としての骨格筋量評価で活用すべきであろう。 

 
 
総 括 

近年、サルコペニアは骨格筋疾患と定義されるようになった。そのため、全ての人が自分の骨格

筋の現状を把握し、適切なサルコペニア対策を講じることが極めて大切である。本研究では、健

康水準が大きく異なる対象者に着目し、サルコペニア対策の新たなアプローチとして骨格筋量の簡

易評価法について紹介した。サルコペニアの早期予防と重症化防止の観点から、これらの研究で

紹介した大腿部における骨格筋量の簡易評価法は有益な方法の一つと考えられる。 

2010 年以降、EWGSOP や AWGS の診断基準を踏まえて多くのサルコペニア研究が実施されてき

たが、EWGSOP2 や AWGS 2019 として診断基準が改訂され、さらに AWGS 2019 ではプレサルコペニ

アの概念が除外されるなど、サルコペニア診断はまだ発展途上の段階といえる。今後も様々な研

究成果や知見を踏まえ、早期予防と重症化防止も含めた診断内容の改訂が必要になると推察さ

れる。本稿がサルコペニアの包括的な対策としての健全な発展につながれば幸いである。 
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